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企 業 庁
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【企業庁】

工 業 用 水 道 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,088,515 １ 給水事業所数 63事業所
（前年度予算額） (1,131,700)

（財源内訳）
２ 契約基本水量 100,569m ／日3

給水収益 1,326,683

受取利息 2,400
３ 収支見積額

雑収益 555
1,329,638事業収益 A

1,326,683営 業 収 益

財源充当不要額 430,915
2,955営業外収益

４条予算補填 △ 672,038
財源可能額 1,088,515事業費用 B

うち

減価償却費 D 424,318

資産減耗費 E 6,597営 業 費 用 937,038

151,477営業外費用

資金収支差引収支 A-B 241,123

A-B-C+D+E 671,832

206たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。



- 193 -

単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 680,354 １ 建設改良事業 301,200
（前年度予算額） (978,500) 給水開始以来長期間が経過しており、工業用水道の安定供給

のために、設備更新を計画的に実施する。
また、浄水場運転監視業務の集中監視設備基本設計を実施す

（財源内訳） る。

企業債 199,000 (1)彦根工業用水道事業改良事業 6,700
・集中監視設備基本設計および監視制御
システム更新設計

国補助金 29,700
(2)南部工業用水道事業改良事業 294,500

・排水処理設備更新工事
諸収入 2,000 ・炭酸ガス注入施設設置工事

・自家発電設備更新工事
・野洲川２号水管橋耐震補強工事

損益勘定留保 449,654
資金等 ２ 収支見積額

230,700資本的収入 A

680,354資本的支出 B

301,200建設改良費

378,356企業債償還金

798固定資産購入費

△ 449,654 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 2,813,576千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 2,291,596千円



- 194 -

（１） 彦 根 工 業 用 水 道 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 193,943 １ 給水事業所数 12事業所
（前年度予算額） (197,659)

（財源内訳）
２ 契約基本水量 37,042m ／日3

給水収益 224,043

受取利息 888
３ 収支見積額

224,931事業収益 A

財源充当不要額 50,810
224,043営 業 収 益

４条予算補填 △ 81,798
財源可能額 888営業外収益

193,943事業費用 B

うち

減価償却費 D 50,810営 業 費 用 168,793

25,150営業外費用

資金収支差引収支 A-B 30,988

A-B-C+D+E 81,592

206たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 33,518 １ 建設改良事業 6,700
（前年度予算額） (33,752) (1)彦根工業用水道事業改良事業

浄水場運転監視業務の集中監視設備基本設計および監視制御
システムの更新設計を行う。

（財源内訳）
・集中監視設備基本設計および監視制御

損益勘定留保 33,518 システム更新設計
資金等

２ 収支見積額

-資本的収入 A

33,518資本的支出 B

6,700建設改良費

26,818企業債償還金

△ 33,518 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 355,639千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 764,349千円
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（２） 南 部 工 業 用 水 道 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 894,572 １ 給水事業所数 51事業所
（前年度予算額） (934,041)

（財源内訳）
２ 契約基本水量 63,527m ／日3

給水収益 1,102,640

受取利息 1,512
３ 収支見積額

雑収益 555
1,104,707事業収益 A

1,102,640営 業 収 益

財源充当不要額 380,105
2,067営業外収益

４条予算補填 △ 590,240
財源可能額 894,572事業費用 B

うち

減価償却費 C 373,508営 業 費 用 768,245
資産減耗費 D 6,597

126,327営業外費用

資金収支

A-B+C+D 590,240差引収支 A-B 210,135

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 646,836 １ 建設改良事業 294,500
（前年度予算額） (944,748)

(1)南部工業用水道事業改良事業
給水開始以来長期間が経過しており、工業用水道の安定供給

（財源内訳） のために、設備更新等を計画的に実施する。

企業債 199,000 ・集中監視設備基本設計
・排水処理設備更新工事

国補助金 29,700 ・炭酸ガス注入施設設置工事
・自家発電設備更新工事
・野洲川２号水管橋耐震補強工事

諸収入 2,000

損益勘定留保 416,136
資金等

２ 収支見積額

230,700資本的収入 A

646,836資本的支出 B

294,500建設改良費

351,538企業債償還金

798固定資産購入費

△ 416,136 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 2,457,937千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 1,527,247千円
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上 水 道 供 給 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 4,231,430 １ 給水市町数 ８市３町
（前年度予算額） (4,292,000)

２ 基本水量 187,210m ／日3

（財源内訳）

給水収益 5,375,541 ３ 日平均給水量 133,758m ／日3

受取利息 5,300 ４ 収支見積額

他会計補助金 401,809 5,791,794事業収益 A

雑収益等 9,144 5,375,541営 業 収 益

416,253営業外収益

4,231,430事業費用 B

うち

減価償却費 D 1,768,272財源充当不要額 1,844,057 3,373,151営 業 費 用

資産減耗費 E 75,785

４条予算補填 △ 3,404,421
財源可能額 858,279営業外費用

資金収支

1,560,364差引収支 A-B

A-B-C+D+E+F 3,403,734

687たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。



- 199 -

単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 4,541,864 １ 建設改良事業 2,305,200
（前年度予算額） (5,484,600)

(1)南部上水道供給事業拡張事業 1,026,100
「湖南水道広域圏に係る広域的水道整備計画」に基づき、

（財源内訳） 拡張事業を実施する。
・緊急連絡管馬渕流量制御設備詳細設計

企業債 866,000 ・排水処理設備更新工事
・炭酸ガス注入施設設置工事
・送水管布設工事

国補助金 255,000
(2)設備更新等事業 870,177
施設の老朽化に対処するため更新工事等を実施する。また、

県出資金 298,332 浄水場運転監視業務の集中監視設備基本設計を実施する。
・集中監視設備基本設計
・排水処理設備更新工事 ・電気設備現場盤等更新工事

諸収入 128,423 ・炭酸ガス注入施設設置工事 ・沈澱池ｽｶﾑﾄﾗﾌ更新工事
・分水設備更新工事 ・取水口水質計器設置工事
・自家発電設備更新工事 ・ろ過池改修工事

損益勘定留保 2,994,109
資金等 (3)東南部上水経営基盤強化施設整備事業 139,323

県営用水供給事業の統合に向けた施設整備を行う。
・原水調整池築造設計
・緊急連絡管工事負担金

(4)緊急地震対策事業 1,140,900（再掲871,300千円を含む）
・野洲川２号、３号水管橋耐震補強工事
・佐久良川、日野川水管橋耐震補強工事
・水口水管橋耐震補強工事

（再掲）・送水管布設工事

２ 収支見積額

1,547,755資本的収入 A

4,541,864資本的支出 B

2,305,200建設改良費

1,963,911企業債償還金

他会計償還金 266,886

5,867固定資産購入費

△ 2,994,109 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債等借入金残高見込み 20,762,762千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 4,249,312千円



- 200 -

（１） 南 部 上 水 道 供 給 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,458,893 １ 給水市町数 ５市
（前年度予算額） (1,314,790)

２ 基本水量 81,100m ／日3

（財源内訳）

給水収益 1,935,006 ３ 日平均給水量 54,158m ／日3

受取利息 3,021 ４ 収支見積額

雑収益等 7,355 1,945,382事業収益 A

1,935,006営 業 収 益

10,376営業外収益

財源充当不要額 605,827 1,458,893事業費用 B

うち

減価償却費 D 550,628４条予算補填 △ 1,092,316 1,281,691営 業 費 用

資産減耗費 E 55,199財源可能額

177,202営業外費用

資金収支

486,489差引収支 A-B

A-B-C+D+E 1,091,629

687たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 2,055,755 １ 建設改良事業 1,730,000
（前年度予算額） (2,507,146) (1)南部上水道供給事業拡張事業

「湖南水道広域圏に係る広域的水道整備計画」に基づき、
拡張事業を実施する。

（財源内訳） ・緊急連絡管馬渕流量制御設備詳細設計
・排水処理設備更新工事

企業債 460,000 ・炭酸ガス注入施設設置工事
・送水管布設工事

国補助金 255,000 (2)南部上水道供給事業改良事業
・集中監視設備基本設計
・排水処理設備更新工事

県出資金 255,000 ・炭酸ガス注入施設設置工事
・分水設備更新工事
・自家発電設備更新工事

諸収入 128,423 ・山脇調整池改築工事
・場内流量計更新工事

（再掲を含む）(3)緊急地震対策事業
損益勘定留保 957,332 ・野洲川２号、３号水管橋耐震補強工事

（再掲）資金等 ・送水管布設工事

２ 収支見積額

1,098,423資本的収入 A

2,055,755資本的支出 B

1,730,000建設改良費

322,141企業債償還金

3,614固定資産購入費

△ 957,332 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 6,654,801千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 2,537,986千円



- 202 -

（２）東南部(中部地区)上水道供給事業会計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,567,759 １ 給水市町数 ２市３町
（前年度予算額） (1,797,549)

２ 基本水量 73,720m ／日3

（財源内訳）

給水収益 2,197,106 ３ 日平均給水量 55,300m ／日3

受取利息 1,166 ４ 収支見積額

他会計補助金 222,000 2,420,272事業収益 A

2,197,106営 業 収 益

財源充当不要額 672,268 223,166営業外収益

４条予算補填 △ 1,524,781 1,567,759事業費用 B

財源可能額
うち

減価償却費 C 670,977営 業 費 用 1,174,247
資産減耗費 D 1,291

393,512営業外費用

資金収支

A-B+C+D 1,524,781差引収支 A-B 852,513

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

１ 建設改良事業 330,500
当初予算見積額 1,518,138 (1)設備更新事業
（前年度予算額） (1,795,554) 施設の老朽化に対処するため更新工事等を実施する。

・集中監視設備基本設計
・特高受変電施設等電気設備更新設計

（財源内訳） ・電気設備現場盤等更新工事
・沈澱池スカムトラフ更新工事

企業債 224,000

(2)東南部上水経営基盤強化施設整備事業
損益勘定留保 1,294,138 ・緊急連絡管工事負担金
資金等

(3)緊急地震対策事業
・佐久良川水管橋耐震補強工事
・日野川水管橋耐震補強工事

２ 収支見積額

224,000資本的収入 A

1,518,138資本的支出 B

330,500建設改良費

985,520企業債償還金

他会計償還金 200,582

1,536固定資産購入費

△ 1,294,138 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債等借入金残高見込み 7,995,691千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 744,764千円
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（３）東南部(甲賀地区)上水道供給事業会計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,204,778 １ 給水市町数 １市
（前年度予算額） (1,179,661)

２ 基本水量 32,390m ／日3

（財源内訳）

給水収益 1,243,429 ３ 日平均給水量 24,300m ／日3

受取利息 1,113 ４ 収支見積額

他会計補助金 179,809 1,426,140事業収益 A

雑収益 1,789 1,243,429営 業 収 益

182,711営業外収益

1,204,778事業費用 B

財源充当不要額 565,962
うち

減価償却費 C 546,667営 業 費 用 917,213
資産減耗費 D 19,295４条予算補填 △ 787,324

財源可能額

287,565営業外費用

資金収支

A-B+C+D 787,324差引収支 A-B 221,362

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 967,971 １ 建設改良事業 244,700
（前年度予算額） (1,181,900) (1)設備更新事業

施設の老朽化に対処するため更新工事等を実施する。
・電気設備等更新設計

（財源内訳） ・取水口水質計器設置工事
・ろ過池改修工事

企業債 182,000 ・沈澱池壁面改修工事
・集中監視設備基本設計

県出資金 43,332 (2)東南部上水経営基盤強化施設整備事業
・原水調整池築造設計

損益勘定留保 742,639 (3)緊急地震対策事業
資金等 ・水口水管橋耐震補強工事

２ 収支見積額

225,332資本的収入 A

967,971資本的支出 B

244,700建設改良費

656,250企業債償還金

他会計償還金 66,304

717固定資産購入費

△ 742,639 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債等借入金残高見込み 6,112,270千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 966,562千円


